
公立大学法人青森公立大学 

令和２年度業務実績評価及び第２期中期目標期間業務実績評価における 

改善事項等の反映状況について 

１ 全体評価（組織、業務運営等に係る改善事項等） 

①大学院課程志願者の確保に向け、ＰＲ方法の見直しや、履修証明プログラムの検証を含め、

教育内容の充実に向けた検討を求める。

②教職員を対象とした人事評価を本格実施し、評価結果を活用した人材育成と組織の活性化

を図ることを求める。

③研究関連収入や寄附金など、外部資金の確保に向けた取組を求める。

２ 項目別評価への対応状況 

 （１）大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（教育） 

①

評
価
書
の
内
容

Ｒ２年度

大学院課程については、入学定員６名に対し入学者２名となっており、

志願者の確保に向け、ＰＲ方法の見直しや、履修証明プログラムの検証を

含め、教育内容の充実に向けた検討を求める。

第２期

中期目標

大学院については、令和元年度を除き、入学者数が入学定員を満たして

おらず、志願者の確保に向け、ＰＲ方法の見直しや、履修証明プログラム

の検証を含め、教育内容の充実に向けた検討を求める。

業務運営等へ

の反映状況

第３期中期計画では、入学定員と同数程度の志願者を常に確保すること

を目標に、学部からの進学の促進、行政機関や民間企業等への働き掛けの

充実、入学者選抜説明会の効果的な実施、入試に係る相談体制の充実、社

会的ニーズに見合った教育の実施体制及び履修証明プログラム等の内容

の検証・必要に応じた改善を掲げた。

令和３年度計画では、入学定員と同数程度の志願者の確保を目標に、以

下の取組や検討を行った。

〇キャリアセンターにおける進学希望者の情報収集や大学院進学促進ポ

スターの学内掲示、成績優秀者に対する大学院進学の情報提供を行うな

どの学内広報

〇社会人入学生の確保のため、新聞広告の実施（第Ⅱ期募集で１名志願・

入学）や本学卒業生が就職している県内企業１３０社へのパンフレット

配付、理事長の県内企業等へのトップセールスによるパンフレット複数

部の社内設置（１２社）の実現

〇遠方からの入学志願者やコロナ禍における対応として、オンライン等で

の進学相談（メール相談５件、電話相談３件）を実施（電話相談の１件

が志願・入学）

〇本学の大学院生にヒアリングを実施するとともに、その結果を踏まえ、

今後の大学院教育の実施体制に関わる問題解決型学習（Project Based 
Learning）の実現可能性についての検証
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 （２）業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

②

評
価
書
の
内
容

Ｒ２年度
今後、教職員を対象とした人事評価を本格実施し、評価結果を活用した

人材育成と組織の活性化を図ることを求める。

第２期

中期目標

今後、本格実施し、評価結果を活用した人材育成と組織の活性化を図る

ことを求める。

業務運営等へ

の反映状況

第３期中期計画では、市の人事評価制度に準じた事務職員の人事評価を

早期に実施し、給与・昇任等に反映させること及び教員職員を対象とした

人事評価を実施し、給与・昇任等に反映させることを掲げた。

令和３年度では、事務職員においては、市の人事評価制度に準じた能力

評価及び業績評価を本格的に実施した。

一方で、教員職員においては、令和２年度の人事評価の試行（１回目）

における教員職員からの意見等を踏まえ、試行（２回目）を実施するとと

もに、第３期中期計画期間中の本格実施までのロードマップ（案）を作成

し、学内での了承を得た。

 （３）経営・財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

③

評
価
書
の
内
容

Ｒ２年度

収入の多様性を確保し、教育研究を安定的に実施するとともに、民間企

業、団体との協働を推進するため、研究関連収入や寄附金など、外部資金

の確保に向けた取組を求める。

第２期

中期目標

収入の多様性を確保し、教育研究を安定的に実施するとともに、民間企

業、団体との協働を推進するため、研究関連収入や寄附金など、外部資金

の確保に向けた取組を求める。

業務運営等へ

の反映状況

第３期中期計画では、外部研究費の獲得増に向けた過去２年間（令和元

年度～令和２年度）の平均（１１件）以上の申請、各種寄附金等の獲得増

の取組、施設・設備の貸出しによる収入増のためのＰＲ、国際芸術センタ

ー青森の自己収入の獲得を掲げた。

令和３年度計画では、研究関連収入や寄附金など、外部資金の確保に向

け、以下の取組を行った。

〇外部研究費の１２件の申請、他大学の科学研究費補助金等の取扱いを参

考に支援方策（素案）の検討

〇本学ホームページや大学案内パンフレットでの寄附のお願いの周知

〇施設・設備の貸出による収入増に向けた、大学内や市内公共施設へのパ

ンフレット設置によるＰＲや個別利用者への情報提供

〇国際芸術センター青森の事業協力金（寄附金）のＰＲとして、ホームペ

ージや県内企業等へのチラシ配付（延べ１００社）、展覧会時の募金箱

設置等での周知

＜令和３年度事業協力金収入状況＞

 合計：２７１，１９７円

 内訳：年間事業協力金（３者） １２２，０００円

   少額事業協力金     １４９，１９７円
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